
◆車で ◆

各インターから15分 ～25分

神社には駐車場はございません。

周辺の有料駐車場をご利用ください。

◆電車で ◆

名古屋鉄道 豊田市駅下車
愛知環状鉄道新豊田駅下車

巨重 圏 挙 母神社・挙母祭 り保存会 犀 ■囹 挙母祭 り保存会 囲https://www.koromomatsuri.com/
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◎大幕 旧幕(明治二八年作)

支那竹林の七賢人を表現

◎彫刻 作者不詳

◎大幕 旧幕(天 保六年作)神 社東 に 「蛇 の池J

があったことから、波に竜を表現

◎彫刻(大 正十四年作)初 代 村山群鳳(高 山)
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◎大幕 旧幕(嘉永二年作)源平の戦いにおける

熊谷直実と平敦盛の姿を表現

◎彫刻(安政二年作)瀬川重光(名古屋)

◎大幕 旧幕(大正十五年作)湊川の戦いにおける

楠木正成と、如意輪堂の楠木正行を表現
◎彫刻(明治三九年作)伊藤松次郎則光(名古屋)

◎大幕 旧幕(嘉 永二年作)中国の故事より張良が、

師・黄石公の沓を拾い捧げ兵法の書を授かるところを表現

◎彫刻(天保六年作)早瀬長太郎(名古屋)

◎大幕 旧幕(天保二年作)

祭神の不和童子の姿を白・赤・青の三段幕で表現
◎彫刻(明治四四年作)瀬川鍋三郎(名古屋)

◎ 大幕(昭 和 五十年作)

七福ネ1|を表現(旧 幕は無 地 ・天保二年制作)

◎彫刻(明 治十四年作)瀬 川重光(名 古屋)

◎大幕 旧幕(明治三年作)源義経の八艘跳びと

平教経の雄姿で、壇ノ浦の合戦を表現

◎彫刻(文政二年作)二代 立川和四郎富昌(諏訪)


